
 

 

令和８年度高病原性鳥インフルエンザ防疫セミナーの開催について 

 

１ 目的 

 令和７年シーズンの高病原性鳥インフルエンザの発生は、前年を下回る発生
規模（16道府県24事例で約576万羽の殺処分）となり、大規模農場や既発農場
での発生が多い傾向がありましたが、本県では、養鶏場の皆様による衛生管理
の徹底や県をはじめ関係者による指導等により、２年連続して本病の発生を認
めませんでした。 
本病の発生は世界各地で認められ、また多くの野鳥にも確認されているこ

とから、引き続き本病の侵入防止には、早期からの対策の取組みや、より一
層の衛生管理の徹底が求められています。 
このセミナーは、これまでの発生を踏まえ、明らかとなった諸課題や対応

等を含め、新たな動向を関係者で共有することで、今後の発生防止対策に万
全を期すこととするものです。 
また、一昨年３月のアメリカでの乳用牛における本病発生は、ヨーロッパ

でも確認されており、日本国内でも野鳥から牛に感染するおそれを完全には
否定できないことから、昨年度と同様に酪農家に対してセミナー参加を呼び
掛け、本病の理解を深めることとしています。 

 

２ 日時 

  令和８年８月 28日（金） 13：00～15：30 
  【スケジュール】 
 13：00～13：10 挨拶等 
 13：10～13：40 高病原性鳥インフルエンザ未発生に向けた取組 
 13：40～15：10 基調講演「高病原性鳥インフルエンザの動向と対策」 
 15：10～15：30 質疑応答 
 15：30     閉会 
    

３ 場所 

  広島県立総合技術研究所農業技術センター 講堂  

  東広島市八本松町原6869） 
 

４ 研修・講演テーマ及び講師 

（１）高病原性鳥インフルエンザ未発生に向けた取組 
玉野光博 主査（広島県農林水産局畜産課）  

（２）基調講演「高病原性鳥インフルエンザの動向と対策」 
  内田裕子 ウイルス感染症研究領域長 
（国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 動物衛生研究部門）  
 

５ 参集範囲 

  50名程度 

  鶏飼養者、一般社団法人広島県養鶏協会、全農広島県本部、広島県酪農業協
同組合、広島県動物薬品協会、広島県獣医師会、広島県農業共済組合・家畜
診療所、関係市町、広島県農林水産局畜産課・畜産事務所（家畜保健衛生所）、
一般社団法人広島県畜産協会 

 

 

 

主催 一般社団法人広島県畜産協会 

共催 広島県、一般社団法人広島県養鶏協会 
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